
 

農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想の見直しについて 

 

１ 基本構想とは 

  「基本構想」とは、農業経営基盤強化促進法に基づき都道府県が策定する 

「農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な方針」に即して、地域の実情を 

踏まえ市町村が定めるものとされています。 

  本構想は、認定農業者や認定新規就農者の認定審査の基準となる農業経営の

指標や所得目標を定めるほか、農用地の利用の集積目標を定め、地域計画の実

現に向けた取り組みを推進するなど、前橋市の農業を将来に渡り継続的に発展

させていくための指針となるものです。 

 

２ 今回見直しの必要性 

群馬県では、農業経営基盤強化促進法（以下「法」という。）に基づく基本

方針について見直しを実施し、４月に公表しています。 

それに伴い市町村基本構想については、県基本方針に即するもの（法第６条

第３項）とされており、基本方針が変更されたときには、その後、市町村基本

構想も見直こととなります。 

 

３ 主な変更内容 

 （１）所得目標額（認定農業者） 

  ①認定農業者主たる従事者  ４７０万円程度 → 変更なし 

  ②認定農業者１経営体当たり ７６０万円程度 → 変更なし 

  ・県の基本方針及び統計調査データにより変更なし 

 （２）目標年間労働時間（認定農業者、認定新規就農者） 

  １，７５０～２，０００時間程度 → １，７５０～１，９５０時間程度 

  ・県の基本方針及び統計調査データにより、最大時間を５０時間短縮 

 （３）農用地の利用の集積に関する目標の見直し 

  効率的かつ安定的な農業経営が地域の農用地に占める面積シェアの目標 

   ６５％程度→６３％ 

  ・群馬県が試算した集積率をもとに目標を見直し 

（４）その他、情勢等の変化に対応した見直し 

 

４ 見直し時期 

  市の基本構想の見直し時期は、令和８年１２月中の見直しを実施する。 

 

 



５ 見直しの手続き 

 （１）農業者、農業に関する団体その他の関係者の意見を反映させるための必

要な措置 

・事前準備、素案作成の段階から、中部農業事務所、農業委員会事務局、市

農協など、関係機関や農業委員、推進委員及び認定協役員など関係団体から

意見をいただく。 

・パブリックコメントを10/7（水）～10/27（火）まで実施 

（２）農業委員会、ＪＡへの意見聴取 

（３）知事協議 

（４）公告 

  ※遅くとも令和８年１２月中に見直しを完了 
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